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 論文題名： Factors Associated With the Postoperative Status of Donor Patients   
for Living Donor Liver Transplantation 

      
     （生体肝移植ドナー患者の術後状態に関連する要因の検討  ）  

 

 

 区  分：甲  

 

 

論  文  内  容  の  要  旨  

 

目 的：死 体 肝 移 植 は 1 9 6 0 年 代 よ り 末 期 肝 不 全 患 者 に 対 す る 救 命 的 外 科 的 手

技 と し て 確 立 さ れ て き た 。 一 方 近 年 に な っ て 生 体 肝 移 植 の 実 施 数 が

増 加 の 傾 向 に あ る 。 し か し な が ら 生 体 肝 移 植 ド ナ ー 患 者 に お け る 術

後 の 健 康 ア ウ ト カ ム に つ い て の 知 見 は 乏 し い 。 そ こ で 我 々 は 患 者 属

性 、 手 術 属 性 な ど の 諸 要 因 と 術 後 状 態 の 関 連 を 検 討 し た 。  

方 法 ： 当 院 で は 電 子 ク リ ニ カ ル パ ス （ 以 下 パ ス ） を 使 用 し て い る 、 こ れ は

診 療 プ ロ セ ス チ ャ ー ト で あ り 、 そ の 中 で 入 院 中 の 達 成 す べ き 複 数 の

患 者 状 態 を ア ウ ト カ ム と し て 定 義 し て お り 、 達 成 さ れ な い 場 合 は バ

リ ア ン ス と し て 記 録 さ れ る 。 こ の 電 子 パ ス シ ス テ ム を 用 い れ ば 臨 床

経 過 に 関 す る 患 者 状 態 の 客 観 的 デ ー タ を 収 集 す る こ と が 可 能 と な

る 。 そ こ で 我 々 は 当 院 の パ ス デ ー タ を 用 い て 多 重 ロ ジ ス テ ィ ッ ク 回

帰 分 析 に よ る 、 生 体 肝 移 植 ド ナ ー 患 者 の 術 後 状 態 に 関 連 す る 要 因 の

検 討 を 行 っ た 。  

結 果 ： 今 回 検 討 し た 要 因 の 中 で 手 術 時 間 が 5 種 類 の 、 ま た 出 血 量 が 2 種 類

の 術 後 患 者 状 態 に 有 意 な 関 連 が 認 め ら れ た 。 ま た そ の 他 4 つ の 要 因

（ 性 別 、 体 表 面 積 、 手 術 の 緊 急 性 、 残 肝 率 ） が そ れ ぞ れ 1 種 類 の 術

後 患 者 状 態 に 有 意 な 関 連 が 認 め ら れ た 。  

結 論 ： 本 研 究 に お け る 知 見 は 生 体 肝 移 植 ド ナ ー 患 者 の 術 後 状 態 の 改 善 に つ

な が る 可 能 性 が あ る 。  

 
 
 



 


